住まいと復興を考える会

日時　：　２０１２年5月20日　14時より　

場所　：　石巻市渡波（わたのは）仮設住宅集会場

出席者：　仮設の方11人　

　　　　　佐立昭（住まいと復興を考える会発起人）

　　　　　近野八郎（日本共産党仮設渡波第一団地支部長）

　　　　　阿部元希（㈱楠山設計勤務）仙台市勤務・女川出身

　　　　　阿部重憲（新建宮城支部）

　　　　　大西智子（新建神奈川支部）

佐立氏より

· 石巻市も市役所5階にコンサルを常駐し相談を受付ているが、相談者がいるところへ出向いて話を引き出す事が必要ではないか、と感じて会を立ち上げた。また石巻市で地区別相談会を設定しているが、あくまでも移転指定区域居住者対象ですべての人の相談に乗ってもらえる訳ではない。だからこの場で何でも話してほしい。
· 今後の土地利用方針を市が発表（計画図を全員で見ながら）

出席した仮設住まいの方の状況の確認

· 災害前の住まい　→　桃の浦、松並　他　　

· 災害前住所の今後の状況　→　居住可能区域指定、

· 今後の住まいへの希望　→　公営住宅に入りたい、元のところには住みたくない
仮設入居者から出た意見

· 元の土地はあきらめ、仮設で親しくなった人と仮設のような住まいに住みたい。
· 志津川に建築家の人が日当たりやコミュニケーションを考慮し斜面地に計画した家があるようだが、そのような家が良い。
· 店が近くにあった方が良い。

· 家族3人だが、２LDK位の家が良い。

· 下にリビングと畳の部屋で2階に2つ位部屋があるのが良い。

· 収納が沢山ほしい。

· 今後の計画では元の住居の位置は居住可能区域になっているが、水産加工区域に指定してもらって買い取ってほしい。とても元のところには住めない。（松並の方）
· 元の近所の人がどこに住んでいるのかわからない。組長も出て行った者があれこれ言うな、という姿勢で相談できない。

· 松並でやむを得ず住んでいる人もいる。

· 役所のアンケートが来ていない。

· 土地の買上げは建て地分だけというのは本当か。

· 被災地の片付けをしてもらい、思い出の品物が出てきた事によって元気付けられた。

· 200以上も町内会がある。

· 大門町はうまくいっている。

· 仮設に入れない人やみなし仮設の人が、仮設の人は良いと言う。

· 桃の浦は公営住宅に入ろうという話になったが、家賃が7万8万と聞き、それではとても入れないと思った。

近野氏より
· 避難を考慮し、3階建の建物が建てられるようになった場所もあるが、経費がかかる。補助を出してもらえれば良いけれど。
阿部元希氏より

· 女川は大阪の大学が復興案を出してくれた。皆さんが声を出す事でそのような事も可能になると思う。
· 石巻市は合併し過ぎて隅々まで目が届かない状況にある。

阿部重憲氏より
· 土地の買取の件だが、通常住居部分のみが対象になる。だから、住居と別個の店舗や工場は対象にならない。

· 公営住宅の家賃については所得に応じてだが、新しい国の基準もできているはず。
· 居住区域等の計画については、暫定的なものなので、ドンドン意見を出していくとより良く変えていけるはず。

大西より

· これからの住み方で、数人、数家族単位で住まいを考えていく方法もあると思う。色々な人と話をして考えを深めてほしい。

※会終了後に大川小学校を見せていただいた。

